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念企画展「三蔵法師が伝えたもの 奈良・薬師寺の名品と鳥取・但馬

のほとけさま」の開催について 

 

鳥取県立博物館開館５０周年・薬師寺玄奘三蔵院伽藍落慶３０周年記念企画展

「三蔵法師が伝えたもの 奈良・薬師寺の名品と鳥取・但馬のほとけさま」の開

催について、別紙のとおり報告します｡ 
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鳥取県立博物館開館５０周年・薬師寺玄奘三蔵院伽藍落慶３０周年記念企画展 

「三蔵法師
さ ん ぞ う ほ う し

が伝えたもの 奈良・薬師寺の名品と鳥取・但馬のほとけさま」の開催について 
 

令和４年３月１９日 

博    物    館 
 

鳥取県立博物館では、令和４年度に開館５０周年記念の企画展を４本開催します。 

まず春は、三蔵法師を開祖とする薬師寺の歴史と文化を物語る同寺所蔵の名品を展示する

とともに、鳥取県下や但馬地方に伝わる仏像・仏画を紹介する展覧会です｡ 

 

１ 会  期 令和４年４月９日(土)から５月１５日(日)まで(３５日間) 

(休館日 ４月１８日、５月９日（両日とも月曜日) 
 
２ 会  場 鳥取県立博物館 第１・第２・第３特別展示室 
 
３ 主  催 薬師寺展実行委員会(鳥取県立博物館､山陰中央テレビジョン放送株式会社) 

 

４ 特別協力 法相宗大本山薬師寺 
 
５ 観 覧 料 

一般７００円(前売・団体・７０歳以上・大学生５００円) 

(高校生以下､学校教育活動での引率者､障がいのある方・難病患者の方・要介護者等及

びその介護者は無料) 
 
６ 関連事業 記念講演会､ギャラリートーク等を予定(別添チラシ参照) 

 

＜概要＞ 

鳥取県立博物館は、これまで鳥取県内の自然・歴史民俗・美術に関する展示を行うととも

に、国内の優れた作品を広く県民に紹介してきた。令和４年は博物館開館して５０年という

節目の年である。 

５０周年のスタートを飾る本展では、七世紀、唐
とう

の都長安
ちょうあん

からインドに向かい、数多くの

仏典を持ち帰り、翻訳し、現在の仏教に大きな影響を与えた三蔵法師(玄奘三蔵、602～664)

と三蔵法師を開祖とする法相宗
ほっそうしゅう

の大本山
だいほんざん

薬師寺（奈良市西ノ京町）の歴史と文化を、同寺所

蔵の名品をもとに紹介する。 

さらに、本展では、三蔵法師が伝えた仏教や仏典の鳥取県下や但馬地方（兵庫県北部）に

おけるひろがりを示す、奈良～平安時代の観音
かんのん

菩薩
ぼ さ つ

を中心とした仏像、釈迦
し ゃ か

十六
じゅうろく

善神像
ぜんじんぞう

とい

った仏画の名品を展示する。また、奈良時代、法相宗・興福寺
こうふくじ

の高僧・玄賓
げんぴん

（734～818）が

伯耆
ほ う き

（鳥取県西部）に隠棲
いんせい

した際、開創されたとされる阿弥陀寺
あ み だ じ

(のち豊寧寺
ほ う ね い じ

(南部町賀祥
かしょう

))

関係資料も紹介する。 

※薬師寺…680年天武天皇
て ん む て ん の う

が鸕讃良皇女
う の の さ ら ら の お う じ ょ

（のちの持統
じ と う

天皇）の病気平癒
へ い ゆ

のため藤原京に造営された寺院。718年

平城京遷都により現在地へ移った。 

 

＜見どころ＞ 

・国宝《慈恩大師像》、重要文化財《木造十一面観音立像》など仏教美術の優品13件を一挙

に展示（「山陰の仏教美術展」昭和54年（1979）以来43年ぶり）。 

・白山神社（南部町）の御神体である木造十一面観音坐像（町指定文化財）を初公開。 

・鳥取県下の釈迦十六善神像と大般若経の分布調査成果を紹介。 






